
はじめに

ポール・ブローカ（Pierre Paul Broca；1824-1880）は，神
経病理学のみならず人類学を含む多分野で活躍し，神
経学の基礎を築いた先駆者の一人である（Fig. 1）。特
に言語障害に関する一連の研究により，のちに「ブロー
カ失語」や「ブローカ野」という用語として，一般に
もよく知られるようになった。ブローカ失語の報告
は，言語に関連した機能が他の認知機能から分かれて
左脳に局在するという最初の発見であった。ブローカ
は，次のように述べている。

病初ならびに 10年もの長い間，患者はただ言葉を発
音する能力を喪失しただけで，そのほかの知能，感覚な
いしは運動機能はまったくおかされなかったことから，
私はこの言語の消失はもともとかなり限局した病変に
よって起こったものであり，構音言語の中枢器官はおそ
らくこの病巣がはじまったところであろうと考えるに
いたったのである。〔中略〕そしてあらゆる可能性から
考えて第 3前頭回がおそらく第 2前頭回ともどもに軟
化のはじまった場所であるに違いないことを見出した
のである1)。

構音言語（英語では articulatory language）とは，「単に言葉
を発する機能」であり，ブローカはこの障害をフラン
ス語で aphémieと名づけ，終生使い続けた2)。この失
語症を意味する用語は，トルソー（Armand Trousseau；
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ブローカは構音言語の機能障害を呈する患者の剖検脳を観察して，構音機能が左半球
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Fig. 1 ポール・ブローカ（1824-1880）
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1801-1867）によって aphasie，つまり aphasiaと改名され
たわけだが，厳密には「発話失行（apraxia of speech）」に近
い概念であり，一般の言語機能と区別すべきとの指摘
もなされている3)。実際ブローカは，「構音言語の機能
と普遍的言語機能とは混同しないようにしなければな
らない。〔中略〕これ〔普遍的言語機能〕を定義すると
したら，ある 1つの思想〔意味〕とある 1つの表示法
〔音やサイン〕との間に恒常的な関係を確立する機能
であるということができよう」2)と述べていた。この
「恒常的な関係を確立する機能」とは，言語学では「構
造を生み出す生成システム」と言うことができる。
さらにブローカは，「失語症（aphémie）は中枢神経系

の中で発音のための運動を支配している部分に限局し
た運動失調症（ataxie locomotrice，原文イタリック）の結果起
こるということもありうるであろう。〔中略〕患者が
失った機能は知能，すなわち，脳の中で思考を行う部
分に属する機能ではなく，単に筋肉活動の調節を行う
普通の機能，いわば中枢の運動性の部分に関係する機
能の中の特殊なものにすぎないということになろう」2)

と推論したのだった。
なお，「第 3前頭回〔回転との表記あり〕」は前頭葉
の「下前頭回（F3）」であり，ブロードマンの領野番号
で 44，45，47野を含む。「第 2前頭回」は前頭葉の「中
前頭回（F2）」である。言葉を発する機能が，左半球の
前頭葉のどこかに局在するというのは，神経科学全般
における大きな礎であった。
このようにして，ブローカは「局在論（principe de

localisations）」4)の立場を堅持したわけだが，その後の神
経学は，「脳機能はすべて脳が全体として働く結果だ」
として譲らない全体論（holism）の台頭によって混乱の
渦中に巻き込まれてしまう。
筆者は脳機能イメージングや脳損傷の研究を通し

て，「脳の中で思考を行う部分に属する機能」の核心は
「統辞（syntax）」の機能であり，左半球の下前頭回と中
前頭回の両方に局在することを明らかにしてきた。本
論では，言語脳科学の源流となるブローカの足跡につ
いて，温故知新の精神であらためて紹介したい。

Ⅰ．ブローカの慧眼

失語症に関するブローカによる最初の論文「失語症
の 1例に基づく構音言語機能の座に関する考察」5)は，
2部に分かれている。第Ⅰ部は，上述のような構音言
語機能の説明や，病理解剖の分析法と問題点について
充てられている。続く第Ⅱ部「左前頭葉上部の第 2お

よび第 3回転の慢性進行性軟化による 21年間にわた
る失語症」から，冒頭部をみてみよう。

1861年 4月 11日，Bicêtre病院外科に Leborgne

という 51歳の男が足の甲から臀部にいたる右下肢全体
の壊疽性びまん性蜂窩織炎ではこばれてきた。翌日私
がその男にこの病気がどうして起こったかを質問した
ところ，答として彼は左手で身振りをしながらタン（tan）

という単一音
おん
綴
てつ
を 2度つづけて言ったにすぎなかった。

そこで私は，21年来 Bicêtre病院にいるというこの男
の既往歴を調べに行った。〔中略〕彼は人が彼に言うこ
とはなんでも判った。彼は非常に微妙な耳をそなえて
すらいたのである。しかし，彼にどんな質問を向けても
答えはつねに tan，tanであり，これにきわめて変化に
とむ身振りをまじえて，彼の考えていることはほとんど
表現できた6)。

この有名な患者は Tanとも呼ばれ，「知能状態は正
確には決めかねた。Tanは人が彼に言うことをほとん
どすべて理解していたことは確かである」7)と記載さ
れた。つまり，厳密な言語や思考のテストを受けたわ
けではないので，精査すれば言語理解や思考の障害が
認められた可能性は残る。なお，ブローカは 21年間
にわたる病歴を二分して，最初の 10年では左前頭回
（おそらく第 3）の軟化によって失語症のみが生じ，続く
11年で病変が左前頭葉全体に及び，両半球全体の萎
縮を伴うことで，知能の低下が生じたと推論してい
た8)。
また，ブローカによる第二の症例 Lelong（84歳，男性）

の報告9)では，病変は左半球にあるのみで，Leborgne

（Tan）と同様に構音言語の喪失を示したが，5つの語彙
（そのうち 1つは自分の名前）を使うなど，異なる点もみら
れた。ブローカはその後も症例を集め，1863年には，
「これまで経験した 15例の失語症では，傷は必ず第 3

前頭回の同じ位置にあったことを忘れてはならない。
〔中略〕もっとも驚くべきことは，すべての例において，
例外とされたシャルコーの例においてさえ，傷は脳の
左側にあったということである」10)と述べている。
いまあらためてブローカの論文を読み返してみる

と，脳機能の局在性や，言語学と脳科学の連続性といっ
た言語脳科学の根幹は，既に記されていた。驚くべき，
ブローカの洞察力である。
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Ⅱ．脳の言語地図

ブローカの症例だった Leborgneと Lelongの脳は，
戦火を逃れて，いまやパリの博物館（Musée Dupuytren）

に保存されている。MRI画像による詳細な解析によ
れば，病変はどちらも第 3前頭回からさらに内側に及
んでおり，特に島皮質や白質の損傷が顕著だった11)。
実際，構音障害は左島皮質の中心前回に限局した損傷
で説明できることが報告されている12)。これらの内側
の領域がさほど重視されなかったのは，ブローカが貴
重な剖検脳を切断することなく保存しようとして，脳
表の観察に重きを置いたためかもしれない。ただし，
病変で欠落した領域についてブローカは，「腔所の底
部には島葉の影かたちもない」13)と正確に記載して
いた。
一般に「ブローカ野」と呼ばれる領域は，解剖学的
には第 3前頭回（左下前頭回）の一部（特に 44野と 45野）

である。ところが，構音機能の中枢が左前頭葉の島皮
質や内側部の線維連絡を含む領域にあるなら，「ブロー
カ失語」という発話失行が生じる責任病巣は，「ブロー
カ野」自体ではないことになる。この逆説的な可能性
は，長年の失語症研究の混乱を象徴している。
それでは，第 3前頭回や第 2前頭回の真の機能とは
何だろうか。筆者のグループ14)は，fMRI（機能的MRI）

などの脳機能イメージングの手法を用いて，左下前頭

回の三角部・弁蓋部（F3op/F3t）と，左中前頭回の運動前
野外側部（lateral premotor cortex：LPMC）が，言語機能の中
核である統辞機能をつかさどることを明らかにしてき
た。これら 2つの領域は「文法中枢（grammar center）」と
呼ぶことができ，言語表出はもちろん，言語理解にお
いても重要な役割を果たしている。また，この文法中
枢のすぐ腹側（45野と 47野の一部）には文理解（sentence

comprehension）の中枢があり，左の側頭葉から頭頂葉に
かけての領域には，語彙の意味（lexico-semantics）と音韻
（phonology）の中枢があることがわかってきた14)。これ
ら 4つの言語中枢によって，「脳の言語地図」が位置
づけられる（Fig. 2）。
実際，脳腫瘍の位置がいずれかの文法中枢に重なる

患者は，失語症とは診断されないにもかかわらず，「失
文法（agrammatism）」，すなわち文法的判断や運用におい
て顕著な障害を示すことが証明された15,16)。文法中枢
の損傷が重篤であれば文を正しく構築できないため，
発話において障害が顕在化しやすいと考えられる。一
方，言語理解については，言語使用における文脈や知
識・経験によって文法処理の欠落を補うことができる
ため，統辞構造に関するテストを実施しない限り，日
常生活では障害が自覚されにくいと予想される。
なお，脳の言語地図において，語彙の意味と音韻の

中枢は，ウェルニッケ野として知られる領域を含んで
いる。これらの中枢は言語の要素的な過程をつかさど
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Fig. 2 脳の言語地図
Possible network of fundamental linguistic functions in the brain14). In the left (L) brain,
there are at least four regions that are specialized in linguistic factors: syntax, sentence
comprehension, lexico-semantics, and phonology.
Sakai KL: Language acquisition and brain development. Science 310: 815-819, 2005
より転載
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るため，その損傷が言語理解の障害として顕在化しや
すいと考えられる。そうした表面的な現象が盲点と
なって，ブローカ野は言語表出（出力）の中枢であり，
ウェルニッケ野は言語理解（入力）の中枢であるとい
う，誤った二分法で解釈されてきたのではないか。も
し入力と出力が領野として分かれているなら，両者の
言語情報を常に同期させておかなければ食い違いが生
じてしまう。言語野はそうした入出力に対して中立な
言語機能を持つのが合理的である。
われわれの最新の研究では，多言語の習得過程17,18)

や，音楽の構造的判断19,20)，そして思考問題21)におい
ても，文法中枢が普遍的に関わることが明らかになっ
た。特に言語機能との連関が明らかとなった思考過程
について，失語症患者でも影響が生じることが予想さ
れ，今後の検証結果を待ちたい。
以上のように，ブローカが先鞭をつけた機能局在に

基づく脳研究は，人間に固有の言語や思考，そして芸
術の領域にまで広がりをみせてきた。それは，ブロー
カという巨人の肩に立ち続けていたためだと言えよう。
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Abstract
Pierre Paul Broca studied the brains of patients with articulatory language deficits and reported that articulatory function is
localized in the frontal cortex of the left hemisphere. This discovery of functional localization laid the foundation of neuroscience
in general and marked the beginning of brain science of language. According to recent reexaminations of the patients’ brains,
the lesions responsible for apraxia of speech may instead involve the insula or medial fiber connections. Based on the results of
functional neuroimaging and lesion studies, we have identified a “grammar center” in the left inferior frontal gyrus, long
regarded as “Broca’s area.” Therefore, the traditional view that Broca’s area is the sole center of speech production requires
revision.
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